
 製品仕様                                         

電球 ： JCV115V/575WCM (HX600) 

電源 ： 100V 50/60Hz 

ヒューズ ： 20mm 7A 

寸法 ： 19(W)×19(H)×60(D)cm (ブラケットを除く) 

重量 ： 7.7kg 

ビーム拡散距離 ：  

9m地点より： 1.7m 

18ｍ地点より：3.3m 
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 FS-1000 ユーザーマニュアル                          

この度はAMERICAN DJ FS-1000をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。商品

の性能を十分に発揮させ末永くお使い頂くために、ご使用になる前にこの取扱説明書

を必ずお読み下さい。本書が保証書となっておりますので、大切に保管して下さい。 

 

 安全上の注意                                     

• 梱包を開き、破損した部品や欠品がないか確認して下さい。異常がある場合は

販売店にご相談下さい。 

• 不安定な場所、振動が多い場所、極端に高温/低音になる場所では使用しない

で下さい。また、各装置の設置を完了させるまでは電源を入れないで下さい。 

• 定格電圧 AC100V、50/60Hz でご使用下さい。 

• 感電防止のため、使用中は部品に触れないで下さい。また、ヒューズや電球を交

換する際には、本体電源ケーブルを完全にコンセントから抜き、15 分程冷却して

から作業を行って下さい。 

• 本製品は屋内専用です。屋外で使用すると保証対象外となります。 

• 本体は通気性の良い場所に設置し、布等を被せないよう、また周囲に可燃物や

爆発物を置かないようご注意下さい。使用中は本体が非常に熱くなりますので、

近くには何も置かないよう、本体上部に手を置いたりしない様ご注意ください。 

• 冷却ファンや通気口を塞がないで下さい。 

• 本製品に液体がかからないよう、また、雨天や湿気にさらさないようご注意下さ

い。感電や火災の原因になります。 

• 指の油が電球に付着しますと、電球の寿命が縮まる原因となりますので、指で直

に電球に触れないで下さい。尚、電球は保証の対象ではありません。 

• 電球は使用環境や電球の劣化などにより、破裂・破損する恐れがあります。また、

電球は表面が高温になることがありますのでご注意ください。電球交換について

は、後述の電球交換の項目を必ずお読みになった上で、作業を行ってください。 

• 本製品を移動する際は、本体が冷却するまで時間をおいて下さい。 

故障が生じた場合は、お手数ですが販売店もしくはサウンドハウスまでご連絡下さい。

メンテナンス以外の目的において無断で本体カバーを開けられた場合、保証の対象外

となることがあります。 

 使用方法                                         

電源ケーブルをコンセントに差し込むと電球が点灯します。 

本体背面にあるディマーノブにより明るさの調整が可能です。時計回りに回すと明るくな

り、反時計回りに回すと暗くなります。 

本製品は、正確なフォーカスを行うための二重構造フォーカスノブや、アイリスコントロ

ールノブ、ハンドル、ジェルフレーム、ハンギングブラケットを搭載しています。それぞれ

の機能を利用して調整を行って下さい。 

カラージェルは付属していませんが、別売のカラーチェンジ・アダプターFS6Cを本製品

の前面に差し込んで使用することで、4色のカラージェル、もしくは4色のミックスカラーで

の使用が可能となります。 

※ 初期使用時、内部の塗装が気化し、本体側面から煙が出てくることがありますが、

故障ではありません。 

※ アイリスは完全には閉まりきりません。 

 

 電球の交換                                       

予め電源プラグをコンセントから抜き、本体の熱が充分に冷めてから電球の交換を行っ

て下さい。必ず同規格の電球と交換して下さい。 

1. 本体背面のネジを緩めます。 

2. モジュールを取り出して電球の交換を行います。 

3. モジュールを元に戻し、ネジをしっかりと締めます。 

 

 ヒューズの交換                                     

ヒューズは電源コードの差し込み口の下に設置されています。 

1. 電源ケーブルを抜いて下さい。 

2. 電源コードの隣にあるヒューズホルダーをマイナスドライバーで引き出して取り外し

ます。 

3. ヒューズを新しいものに交換し、ヒューズホルダーを本体に取り付けます。 


